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目標値 R2類似

R10 平均

1.2(3)
A101
(1106)

平均残留塩素濃度 mg/L － 0.40 0.37 0.38 0.40 0.41 2,476.7mg/L÷6,570回 残留塩素濃度合計/残留塩素測定回数 給水栓での残留塩素濃度の平均値を表します。

1.3(1)
A202
(1102)

給水栓水質検査（毎日）
箇所密度

箇所/100k㎡ ↑ 15.1 15.1 17.0 18.0 20.3 18箇所÷(105.63㎢÷100) 給水栓水質検査(毎日)採水箇所数/(現
在給水面積/100)

給水栓における毎日水質検査に関して、給水面積100㎢
当たりの給水栓水質の監視箇所数を示したもので、水
道水の水質管理水準を表します。

1.3(2)
A205
(5155)

貯水槽水道指導率 ％ ↑ 0.0 0.0 73.9 30.0 19.3 (3,511件÷4,752件)×100
(貯水槽水道指導件数/貯水槽水道数)
×100

貯水槽水道数に対する指導を実施した件数の割合を示
すもので、水道事業としての貯水槽水道への関与度を
表します。

1.3(3)
A401
(1117)

鉛製給水管率 ％ ↓ 6.8 6.0 5.2 0.0 11.5 (5,055件÷96,312件)×100
(鉛製給水管使用件数/給水件数)×
100

給水件数に対する鉛製給水管使用件数の割合を示すも
ので、鉛製給水管の解消に向けた取組みの進捗度合い
を表します。

B602
(2207)

浄水施設の耐震化率 ％ ↑ 27.6 36.5 36.5 40.0 31.3
(61,620㎥/日÷168,990㎥/日)×
100

(耐震対策の施された浄水施設能力/
全浄水施設能力)×100

全浄水施設能力に対する耐震対策が施されている浄水
施設能力の割合を示すもので、地震災害に対する浄水
処理機能の信頼性･安全性を表します。

B604
(2209)

配水池の耐震化率 ％ ↑ 22.3 22.3 22.3 45.0 46.1 (17,010㎥÷76,345㎥)×100 (耐震対策の施された配水池有効容量
/配水池有効容量)×100

全配水池容量に対する耐震対策の施された配水池の容
量の割合を示すもので、地震災害に対する配水池の信
頼性･安全性を表します。

B607
新規

重要給水施設配水管路の
耐震管率

％ ↑ 82.8 82.8 82.8 100.0 33.6 (49.7㎞÷60.0㎞)×100
(重要給水施設配水管路のうち耐震管
延長/重要給水施設配水管路延長)×
100

重要給水施設への配水管の総延長に対する耐震管延長
の割合を示すもので、大規模な地震災害に対する重要
給水施設配水管路の安全性･信頼性を表します。

B606
新規

基幹管路の耐震管率 ％ ↑ 46.9 50.2 50.5 53.0 36.0 (106.47㎞÷210.78㎞)×100
(基幹管路のうち耐震管延長/基幹管
路延長)×100

基幹管路の延長に対する耐震管の延長の割合を示すも
ので、地震災害に対する基幹管路の安全性･信頼性を表
します。

2.2(3)
B611
(2205)

応急給水施設密度 箇所/100k㎡ ↑ 4.7 4.7 4.7 8.5 17.4 5箇所÷(105.63㎢÷100) 応急給水施設数/(現在給水面積
/100)

100㎢当たりの応急給水施設数を示すもので、震災時な
どにおける飲料水の確保のしやすさを表します。

2.3(1)
B210
新規

災害対策訓練実施回数 回/年 ↑ 4 0 3 4 2.5 3回/年 年間の災害対策訓練実施回数
1年間に災害対策訓練を実施した回数を示すもので、自
然災害に対する危機対応性を表します。
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